
小さいががまんと勇気はまけないそ

集落環境施設完成

田野地区集落センタr落成式

繊
脇
顕
露

　新農業構造改善事業（集落環境施設整備事業）とし

て、集落センターを3か所（出口・大工野・田野ン、

営農飲雑用水施設（広瀬）を実施しました。

　これは総額79，189千円が投資され建設されたもの

ですが、各施設の総事業費は次のとおりです。

7集落センター、出口＝13，534千円

　大工野一11，780千円　田野＝19，675千円

一．．』 c農飲雑用水施設（広瀬）＝34，200千円です。

　今後、充分に活用され、地域住民の環境整備と開発

に役立つものと思われます。大切に利用したいもので

す。
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町報とうこう

統
一
地
方
選
挙
ま
ち
か

　
第
十
回
の
統
一
地
方
選
挙
が
目
前
に

迫
り
ま
し
た
。

　
ム
コ
回
の
統
一
選
挙
は
、
　
ム
フ
後
の
耐
地
方

自
治
の
基
盤
と
な
る
大
切
な
選
挙
で
あ

り
、
ま
た
私
た
ち
の
く
ら
し
に
直
結
し

た
重
．
直
な
選
挙
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
が
深
く
認

識
し
、
義
理
や
入
髪
、
買
収
、
人
に
頼

ま
れ
て
投
票
す
る
と
い
う
き
た
な
い
選

挙
を
な
く
し
、
自
分
の
判
断
、
自
分
の

考
え
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
る
フ

ェ
ア
な
選
挙
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
．
．

町
長
選
挙
で
立
会
演
説
会

　
町
長
選
挙
で
は
、
立
候
補
者
が
二
名

以
上
の
と
き
は
立
会
演
説
会
を
行
う
予

定
で
す
．
、

　
候
補
者
の
公
約
、
抱
負
な
ど
を
じ
か

に
聞
い
て
正
し
い
公
正
な
選
挙
で
、
私

た
ち
の
首
長
を
選
び
ま
し
よ
う
。

　
立
会
演
説
会
の
日
程
、
会
場
は
決
ま

り
次
第
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
別
表
に
よ

り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

投
票
と
選
挙
人
名
簿

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
．
、

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
使
わ
れ
る

選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
九
月
に
整
備
き

れ
る
コ
定
時
登
録
名
簿
し
と
選
挙
が
行

わ
れ
る
と
き
に
整
備
さ
れ
る
「
選
挙
時

登
録
名
簿
」
で
登
録
き
れ
た
名
簿
が
使

わ
れ
ま
す
．
．

　
こ
の
名
簿
に
登
録
き
れ
る
入
は
、

　
「
1
白
本
国
民
で
あ
る
　
写
・
年
令
が
二

十
歳
以
上
で
あ
る
　
爾
本
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
き
れ
、
引
続
き
三
か
月

以
上
住
所
が
あ
る
一
、

　
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
．
．

　
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
「
選
挙
時
登

録
」
の
基
準
日
と
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
．
、

▽
県
議
会
議
員
選
挙

　
基
準
日
が
一
．
一
月
二
十
七
日
で
す
の
で

昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
と
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月

二
十
七
日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
人
、
一

▽
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

　
基
準
日
が
四
月
十
五
日
目
な
り
ま
す

の
で
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
五
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
と
、
昭
和
五
十
八

年
一
月
十
五
日
ま
で
に
住
民
基
本
台
嵯

に
記
載
さ
れ
た
人
，

　
し
た
が
っ
て
、
昨
年
九
月
の
定
時
登

録
の
と
き
ま
で
に
登
録
鼻
、
・
れ
た
人
と
、

今
回
の
選
挙
時
登
録
で
撃
録
き
れ
た
人

で
引
続
き
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
は
、
県
議
会
議
，
只
選
挙
に
、
町
内
に

住
所
ウ
ニ
目
し
て
い
る
人
は
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
で
投
票
が
で
㍉
、
・
ま
す
一
．

、
f
一
～
｛
《
《
｛

噌

　
　
き
れ
い

な
選
挙
を

～
～
、
（
｛
を
《
（
，

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　　

@　

@　

@
　
　

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
若
藤
寅
男

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
昭
和

五
十
へ
年
代
の
地
方
自
治
の
あ
り
方

を
方
向
づ
け
る
極
め
て
重
大
な
意
義

を
も
つ
も
．
の
で
あ
り
ま
す
．
．

　
今
後
、
四
年
間
の
地
方
行
政
を
託

す
る
我
与
・
の
代
表
を
選
ぶ
、
身
近
か

で
、
大
切
な
選
挙
で
す
，

　
選
挙
は
公
明
か
つ
適
正
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
．
＝
］
う
ま
で
も
あ

り
ま
井
・
一
ん
が
、
民
主
政
治
を
守
る
た

め
に
は
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
選
挙
を

き
れ
い
に
し
、
金
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
第
一
要
件
だ
と
思

い
ま
す
．
、

　
何
時
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
金
の

か
か
り
過
ぎ
る
こ
と
に
世
論
の
き
一
、
）

し
い
批
判
が
、
そ
の
た
び
に
な
き
れ

て
い
ま
す
，
こ
の
き
び
し
い
批
判
に

対
し
、
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
、
＝
、
な

い
運
動
（
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・

受
取
ら
な
い
）
を
展
開
し
’
、
い
る
と

こ
ろ
で
す
．
．

　
昭
和
五
十
年
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
「
、
寄
付
の
林
門
止
」
が
厳
禁

き
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
，

　
あ
ら
た
め
て
、
法
律
改
正
の
趣
旨

を
考
え
一
．
三
な
い
運
動
L
を
展
開
し

て
、
立
候
補
者
は
自
ら
が
姿
勢
を
正

し
、
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も

に
、
一
人
の
違
反
者
も
出
す
こ
と
な

く
、
明
る
い
、
き
れ
い
な
、
選
挙
を

行
な
う
よ
う
望
み
ま
ナ
，

　
最
後
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、

〃
棄
権
防
止
〃
で
す
，
投
票
総
参
加

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
意
志
を
地
方

自
治
に
反
映
ふ
・
・
せ
る
た
め
に
、
ぜ
一
、
〕

貴
重
な
一
票
を
生
か
し
て
言
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
，

「
》
、
～
一
《
f
一
（
｛
一
、
ぜ
玉
・
一
～
・
｛
《
《
‘
｛
【
‘
【
摯
【
‘
奪
て
賦

投
票
用
紙
と
投
票
順
序

　
投
票
は
、
十
三
か
所
の
投
票
所
で
行

わ
れ
ま
す
、
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
寺
迫
地

区
町
民
体
育
館
、
長
崎
集
会
所
、
越
表

地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
下
渡
川
集

会
所
の
四
投
票
所
は
、
閉
鎖
時
刻
が
午

後
五
時
に
繰
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
町
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
選
挙
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
前
に
組
合
長
を
通
じ
て
配
布
き

れ
ま
す
が
、
も
し
手
も
と
に
届
か
な
い

と
き
は
、
選
挙
管
理
委
．
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
ど
・
甲
・
」
い
、
一

　
投
票
用
紙
は
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
よ
う
な
色
分
け
が
し
て
あ
り
ま
す
．

　
県
議
会
議
員
…
黄
色
地
に
黒
字
印
刷

　
町
長
…
園
地
に
黒
字
印
刷

　
町
議
会
議
員
…
白
地
に
赤
字
印
刷

　
投
票
の
順
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
町
の
選
挙
…
町
長
↓
町
議

町報とうこう
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開
票
は
、
町
議
会
護
場
で
午
後
七
時

十
分
か
ら
始
め
ま
す
．
．

　
開
票
所
が
せ
ま
い
た
め
、
参
観
人
を

五
十
左
に
制
限
し
ま
す
、
こ
の
入
場
券

は
、
候
補
者
と
各
区
の
選
挙
人
登
録
者

数
に
応
じ
て
、
区
長
を
通
じ
配
布
す
る

予
定
で
す
．
．

不
在
者
投
票
制
度

旅
行
や
病
気
な
ど
で
投
票
日
に
投
票

所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
「

不
在
者
投
票
し
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
奪
権
す
る
こ
と
な
く
こ
の
制
度
、
ゼ

活
用
し
て
く
だ
》
噛
、
い
、

一
三
一
≡
三
二
＝
＝
≡
一
≡
≡
；
＝
＝
≡
ニ
≡
一
三
＝
三
≡
ニ
一
≡
三
一
二
三
一
三

投
票
は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
，

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
．
の
で
き
る
指
定

病
院
や
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
有
権
者

は
、
不
在
者
投
票
管
理
者
で
あ
る
施
設

な
ど
の
長
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設

の
中
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
、

責
任
あ
る
一
票
を

　
今
回
の
町
長
・
町
議
の
選
挙
で
立
候

補
昔
が
使
用
で
き
る
法
定
連
動
費
用
は

町
長
選
挙
で
、
百
一
万
五
千
円
、
町
議

会
議
員
選
挙
で
、
六
十
五
万
九
千
円
程

隻
こ
な
る
み
こ
み
で
す
．
、

　
と
く
に
今
回
は
、
　
「
金
の
か
か
る
選

挙
を
改
め
よ
う
」
と
立
候
補
予
定
者
全

員
で
自
粛
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
の

で
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
も
「
き
れ
い
な

一
票
」
を
投
じ
る
よ
う
自
覚
し
げ
」
く
ゼ

斗
・
・
い
，

　
私
た
ち
有
権
者
は
、
立
候
補
者
の
人

格
や
政
見
、
公
約
な
ど
十
分
研
究
し
、

義
理
、
人
情
に
と
ら
わ
れ
ず
、
信
勅
の

で
き
る
人
に
一
票
を
投
じ
、
明
る
い
宮

崎
県
、
住
み
よ
い
東
郷
町
を
築
き
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。

町長選挙立会演説会開催予定日時

演
説
会
開
催
予
定
日
時

一
　
　
I
　
I
　
　
　
I
　
　
　
I
　
．
　
　
1
　
会
　
　
　
　
　
場

四
月
十
九
日

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

日
向
農
協
東
郷
支
店
　
　
　
　
　
二
階
講
堂

午
後
八
時
○
○
分
か
ら

寺
町
地
区
町
民
体
育
館

四
月
二
〇
日

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

越
表
地
区
体
育
館

午
後
八
時
○
○
分
か
ら

坪
谷
小
学
校
体
育
館

四
月
二
一
日

東
郷
小
学
校
体
育
館

午
後
八
時
○
○
分
か
ら

二
瀬
小
学
校
体
育
館

1
暫
定
予
算

ー
ス
タ
ー
ト

］

　
新
年
慶
が
始
ま
り
、
昭
和
五
十
八
年

慶
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
三
月
定
例
町
議
会
で

審
議
き
れ
可
決
き
れ
た
も
の
で
す
が
、

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
あ
た
る

た
め
、
経
常
的
な
経
費
を
主
体
と
し
た

暫
定
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
統
一
地
方
選
挙
後
に
補
正
き
れ
ま
す
．

の
で
、
予
算
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
補
正
後
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
．
．

　
目
的
別
に
み
た
当
初
予
算
の
全
額
は

つ
y
、
）
と
お
り
で
す
．
．

昭和58年度一般会計予 算　
　
　
僻　歳入　　（単1む千防

1田園　　　　　　　 税　187，815

2娯楽施設利用税交付金　　20，800

3地方譲与税35・200
4自動車取得税交付金　 19，600

5地方交付税870，000
6交通安全対策特別交付金　　　　500

7分担金及び負担金　34，447

8使用料及び手数料　15，414

9国庫支出金48，813
10県　 支　 出　 金154，133

11財　 産　 収　 入　24，579

12寄　　　付　　　金　　　218

13繰　越　金50，000
14諸　　　収　　　入　29，981

15町　　　　　　債　　7，500

　　合計1，499，000

議
総
民
衛
農
商
土
消
三
災
公
予

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
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点

描

（19）

『
r
’
．
．
し
『
．
．
㌧
し
　
巳
一
．
．
’
．
》

い
子
ど
も
に
負
け
る
な
〃

、
　
り
、
：
、
ζ
。
・
ζ
ド
：
9
～
」
●
・
，
、
：
、
電

　
俳
優
の
穂
積
き
ん
か
、
　
「
積
木
く
す

し
」
と
い
う
本
を
書
か
れ
て
、
大
変
多

く
の
人
｝
一
読
ま
れ
て
い
ま
す
．
．
又
、
テ

レ
三
・
放
映
き
れ
て
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
す
．
中
学
の
非
行
問
題
か
多
発
し
て

い
ま
す
の
て
こ
の
種
の
本
か
、
多
く
読

ま
れ
て
い
ま
す
．

　
私
よ
「
積
木
く
ず
し
」
を
、
碗
ん
で
、

こ
の
両
親
の
苦
斗
を
誠
に
尊
い
も
の
に

盛
し
ま
し
た
．
特
に
母
親
の
呂
斗
は
普

通
の
人
て
は
と
て
も
乗
う
切
れ
な
い
か

も
知
れ
な
い
と
ま
て
思
い
ま
し
た
。
矢

張
）
「
母
親
は
強
し
」
か
．
我
々
酋
通

の
両
親
は
い
つ
も
子
と
も
と
の
丸
い
に

負
け
て
ば
か
う
い
る
の
て
す
，
セ
か
ら

中
学
生
頃
に
な
っ
て
手
も
足
も
出
な
い

の
て
す
　
二
つ
二
つ
に
な
っ
た
ば
か
り

の
幼
児
時
代
か
入
切
な
の
て
す
。

　
私
は
あ
る
場
所
て
若
い
お
母
さ
ん
乃

の
集
ま
り
に
同
席
し
ま
し
た
。
　
一
つ
三

つ
の
幼
児
か
お
母
ふ
歳
㌔
ん
の
ス
リ
ノ
ハ
を

と
，
，
あ
げ
て
、
床
板
に
ハ
タ
ノ
ハ
タ
ノ

と
投
ザ
つ
げ
ま
す
　
そ
の
音
か
面
白
い

の
で
し
ょ
う
　
近
所
の
人
こ
そ
大
迷
惑

て
す
．
．
お
母
さ
ん
は
二
度
三
度
と
う
あ

げ
て
や
か
ま
し
く
注
怠
を
し
ま
し
た
．

た
が
幼
児
は
豆
め
な
い
。
遂
に
お
母
ふ
、
・

ん
は
根
負
げ
し
て
し
ま
っ
た
・
た
ま
）

か
ね
た
隣
席
の
お
母
ふ
・
・
ん
か
取
上
、
了
て

し
ま
っ
て
事
は
す
ん
た

　
小
学
校
一
年
生
、
二
年
生
頃
に
も
よ

く
あ
る
事
て
、
ケ
ロ
ー
プ
か
欲
し
い
、

自
転
車
か
欲
し
い
、
や
れ
何
々
か
欲
し

い
等
子
ど
も
の
要
求
は
い
く
ら
て
も
あ

る
　
こ
こ
に
も
子
と
も
と
親
と
の
斗
い

か
始
ま
る
の
て
す
　
と
ち
ら
か
根
負
ナ

す
る
の
か
、
普
通
両
親
か
負
け
て
し
ま

い
ま
す
　
家
刮
の
都
合
も
あ
り
ま
す

教
育
f
の
問
題
も
あ
》
ま
す
　
与
え
て

い
い
か
、
わ
る
い
か
の
判
断
に
親
の
き

献
、
た
る
態
度
か
欲
し
い
の
て
す
　
イ
供

は
よ
き
に
せ
よ
、
悪
し
き
に
せ
よ
親
の

き
殊
た
る
態
唆
に
は
必
ず
納
得
す
る
の

て
す
。
割
き
、
あ
い
ま
い
な
態
唆
か
一

番
子
供
を
毒
す
る
こ
と
に
な
〕
ま
す

　
穂
積
き
ん
両
親
か
、
中
W
ゴ
一
年
女
～

の
娠
ふ
、
・
ん
と
一
年
間
に
旦
っ
て
、
苫
斗

し
た
の
て
す
　
ノ
ノ
ナ
ー
を
吸
う
、
タ

ハ
コ
を
吸
う
、
外
泊
は
す
る
、
穂
積
両

親
は
警
視
庁
婦
讐
，
の
少
年
係
長
｝
・
・
ん
の

指
導
に
従
っ
て
、
f
金
銭
は
一
円
た
り

と
も
与
え
な
い
乙
と
、
（
2
夜
は
ト
時
以

後
帰
宅
し
た
時
は
家
に
絶
対
に
入
れ
な

い
こ
と
等
々
、
外
に
も
規
制
か
あ
》
ま

し
た
か
、
こ
の
項
目
を
泣
き
な
か
ら
、

体
を
張
っ
て
寸
》
、
へ
）
た
す
ら
娘
の
改

心
を
待
っ
た
の
で
す
　
母
親
は
病
に
わ

か
き
れ
倒
れ
た
こ
と
も
あ
）
ま
し
た
。

要
は
娘
さ
ん
か
暫
か
っ
た
と
自
分
て
告

自
す
る
と
こ
ろ
ま
て
比
い
こ
ん
て
い
く

事
か
、
両
親
と
婦
散
、
の
方
と
の
好
い
で

あ
っ
た
の
て
す
　
遂
に
娘
尋
・
㌔
ん
か
「
わ

た
し
か
誓
う
こ
鼻
・
・
い
ま
し
た
」
と
謝
ま

っ
て
事
は
目
出
た
く
解
決
し
ま
し
た

「
生
き
て
い
く
道
中
て
は
障
上
口
物
を
乗

う
越
え
乗
，
）
越
え
、
進
♪
、
」
の
て
す
　
幼

児
期
よ
う
心
と
体
の
訓
練
か
必
要
な
の

げ
㌦
距
9
　
　
中
W
了
山
土
に
（
与
つ
’
」
へ
《
り
’
」
痔
げ
既

こ
お
そ
い
の
て
す
し

東
郷
町
社
会
教
肯
委
貝

都
　
甲
　
鶴
　
男
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功労者表彰

去
る
一
一
．
月
十
六
日
に
第
一
回
県
消
防

大
会
か
開
催
善
、
㌔
れ
、
消
防
防
災
に
功
、
カ

の
あ
っ
た
力
々
へ
の
表
彰
か
あ
）
、
本

町
か
ら
次
の
力
が
表
彰
き
れ
ま
し
た

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
勤
続
章
（
三
十
年
下
L
）

町
消
防
団
長
　
田
原
i
［
之
助

　
功
績
章

同
　
副
団
長
　
直
野
　
哲
義

県
知
事
表
彰

第
四
部
長
　
　
松
原
　
美
生

氏氏氏

御～“～
oo

～
oo

　～
ρ●●

、

～
～
2

牧
水
と
坪
谷
姻

　
　
尚
そ
の
一
に
そ
の
時
打
っ
た
為
か

　
或
は
生
来
の
頭
脳
も
両
人
の
姉
な
と

　
よ
〕
余
程
鈍
く
、
そ
し
て
単
純
て
は

　
あ
る
か
不
具
者
に
伴
う
悪
癖
を
も
少

　
な
か
ら
ず
持
っ
て
居
る
　
公
鉄
と
他

　
て
辱
く
事
も
な
ら
す
、
日
蔭
苔
同
様

　
に
一
生
を
私
の
家
て
送
る
事
に
な
・
．

　
て
居
る
　
私
は
こ
の
姉
と
は
中
単
を

　
出
る
頃
ま
て
実
に
よ
く
争
っ
て
、
朝

　
一
口
ん
と
喧
嘩
の
絶
間
が
紐
、
か
っ
た

　
二
の
姉
に
対
す
る
そ
の
頃
の
私
の
態

　
曳
は
ま
っ
た
く
無
智
そ
の
も
の
の
様

　
て
あ
っ
た
　
町
今
で
は
二
人
の
姉
の

　
う
ち
当
時
の
気
の
主
誓
．
・
を
思
う
た
め

　
か
否
か
、
私
ま
最
も
こ
の
嫡
に
親
し

　
み
を
除
し
て
い
る

　
　
二
人
の
叔
父

　
　
牧
水
に
は
三
人
R
父
か
い
ま
す
か

　
そ
の
叔
父
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

　
し
て
い
ま
す
、

　
コ
田
代
村
を
引
き
上
げ
て
旧
の
坪
谷

　
村
に
帰
っ
て
来
た
時
、
た
し
か
私
か

　
へ
才
の
秋
て
あ
っ
た
．
そ
れ
ま
て
覆

　
は
学
校
に
出
て
い
な
か
っ
た
の
て
、

　
そ
の
補
い
を
つ
け
る
た
め
鈴
木
の
叔

　
父
の
家
に
毎
日
勉
強
に
や
ら
せ
ら
れ

　
た
　
　
鈴
木
の
叔
父
と
い
う
の
は
皿
縁
は

　
籠
、
い
か
母
の
義
理
の
弟
に
当
っ
て
居

ψ

π
、
．
は
延
岡
藩
珊
の
地
伊
ゼ

、

一

塩
　
月
　
儀
　
市

占
め
て
い
た
家
て
あ
一
．
た
　
か
、
こ

の
叔
父
の
代
に
な
っ
て
は
悉
く
人
，
落

し
て
、
矢
張
〕
母
の
縁
か
ら
私
の
家

を
頼
っ
て
来
た
　
矢
張
づ
濡
亭
彰
の

群
の
一
人
て
あ
っ
た
と
思
う
．
能
楽

こ
》
淳
皆
鼓
に
柑
堪
能
’
」
武
『
ム
に
3
0
章
L
「
し

て
い
た
．
或
時
、
二
人
の
他
国
蓄
か

土
地
の
酒
干
て
乱
暴
を
し
て
、
巡
査

を
始
め
大
勢
か
そ
の
取
押
え
に
向
・
．

た
か
却
っ
て
二
人
の
沈
め
に
打
ち
掘

え
ら
れ
困
う
果
て
て
い
た
所
に
こ
の

叔
父
か
通
）
か
か
っ
た
　
そ
し
て
そ

の
訳
を
聞
く
と
直
（
単
身
そ
の
．
↓
人

を
捉
え
よ
つ
と
し
た
　
一
．
人
の
う
レ
）

一
人
は
面
↑
位
い
、
一
人
は
二
二
士

位
い
て
、
狂
寄
・
．
た
一
人
は
矢
張
）

柔
術
の
心
得
の
あ
る
者
た
っ
た
相
ピ
、

あ
る
　
忽
ち
二
人
の
間
に
列
し
い
格

斗
か
行
わ
れ
た
か
叔
父
の
働
き
は
目

覚
し
い
も
の
て
、
後
に
は
刃
物
ま
て

取
り
出
し
た
一
人
を
苦
も
な
く
投
げ

飛
ば
し
て
と
う
と
う
搦
め
て
し
ま
r
ノ

た
　
そ
の
頃
も
う
初
老
に
近
い
齢
で

あ
っ
た
ろ
う
か
、
こ
の
た
め
に
叔
父

は
非
常
に
村
の
者
に
車
ん
せ
ら
れ
、

私
も
ど
れ
七
ナ
鼻
か
局
か
っ
た
か
知

れ
な
い
．
初
め
村
の
小
学
校
教
員
と

な
り
つ
い
て
郵
便
局
辰
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

¶
～
．
．
～
o
●
～
¢
●
～
o
●
～
・
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“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

…
あ
す
を
き
ず
く
人
づ
く
り
運
動
　
　
　
…

開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

…
　
　
昭
和
竪
度
町
指
定
公
民
館
公
開
…

　
昭
和
五
十
七
年
陵
「
あ
す
を
き
す
く

人
つ
く
》
二
五
」
の
研
究
指
走
を
一
ズ
ナ

た
、
仲
次
・
坪
谷
・
改
．
衣
の
谷
公
民
飴

ム
［
同
こ
よ
る
研
究
公
開
か
、
二
月
二
↑

七
日
坪
公
書
㌧
r
疫
依
育
館
て
開
催
さ
れ

ま
し
セ

　
’
、
A
民
魚
の
実
践
発
表
〕
、
）
二
研
究
協

議
を
行
な
う
な
か
ひ
ら
、
今
後
の
膚
動

の
力
民
を
究
ら
す
る
と
共
二
、
ρ
民
帽

η
の
セ
世
巾
序
二
層
岳
に
し
て
一
あ
す
を

㌻
・
・
す
く
人
つ
く
、
」
を
目
占
．
、
し
、
昭
和

五
±
．
年
曳
か
ら
毎
勾
開
催
し
て
来
た

公
民
館
研
究
公
開
も
今
回
を
最
後
に
全

館
終
了
し
ま
し
た

　
今
回
の
会
開
て
隊
、
町
内
か
ら
蝋
，
二

百
名
か
参
加
、
各
館
長
の
二
日
報
告
、

各
部
代
表
に
よ
る
事
例
発
表
か
行
な
わ

れ
ま
し
た
　
又
、
昼
食
時
間
を
利
用
し

た
ア
ト
ラ
ッ
ノ
ヨ
ノ
て
は
紫
野
か
ら
民

謡
、
越
表
か
ら
婦
人
会
に
よ
る
舞
舗
、

そ
し
て
坪
谷
か
ら
は
、
子
供
会
育
成
会

二
よ
る
臼
太
鼓
か
披
露
ふ
、
㌔
れ
、
直
な
わ

れ
つ
つ
あ
る
又
化
財
の
保
存
育
成
の
大

切
善
・
㌔
を
痛
感
し
ま
し
た
，

　
午
後
は
、
県
子
連
会
長
成
合
　
正
先

生
に
よ
る
演
題
「
今
、
地
域
石
動
に
望

ま
れ
る
も
の
」
を
拝
聴
し
、
今
後
の
公

民
飴
盾
動
に
冠
す
る
認
議
を
新
に
し
ま

し
た
．

水
田
利
用
再
編
対
策

　　

@
5
8
年
目
標
配
分
面
積
七
九

　
火
田
山
脚
再
編
君
上
よ
、
昭
和
五
卜

一　

N
附
乳
し
？
，
4
1
年
田
同
の
し
く
だ
東
シ
把
し
一
」
ヤ
天

し
ご
烈
、
第
一
期
け
尻
（
5
3
臼
～
5
5
年

）　

�
@
攻
、
ノ
、
　
昭
和
目
十
」
ハ
加
＋
ひ
・
り
昭
和

五
十
へ
辱
の
3
か
年
を
第
二
期
計
兼
と

し
て
実
厄
4
喝
㌔
れ
、
二
期
財
笑
も
第
一
．
年

目
を
終
了
し
ま
し
た
か
、
皆
w
ご
ん
の
こ

協
力
に
よ
》
目
標
達
成
す
る
こ
と
か
出

来
ま
し
た

　
本
剛
の
第
二
期
対
策
の
配
分
陣
積
隊

一一

ｩ
年
の
全
国
の
稲
作
状
況
か
船
つ
一

台
風
、
長
梅
由
、
九
月
～
十
月
に
か
、

・
五
㎞

て
の
低
温
、
日
照
不
足
等
の
気
象
条
信

に
よ
る
大
幅
な
減
収
と
な
り
、
昭
和
五

十
へ
年
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
憲
し
て

転
作
目
標
面
積
七
九
・
五
加
、
政
府
売

渡
し
日
限
駐
数
量
も
土
百
二
卜
一
ト
ン
の

配
分
と
な
》
ま
し
た

　
各
組
合
席
配
分
面
積
は
別
表
の
と
お

》
’
、
す
か
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
て

配
分
い
た
し
ま
し
た
か
、
組
合
員
の
皆

・Ψ

A
㌔
ん
の
語
し
合
い
に
よ
り
目
標
達
成
て

き
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す

繊
鰯
澗
、
．
艦

取
り
締
り
強
化

　
飲
酒
運
転
に

　
　
“
関
所
”
設
け
る

　
日
向
署
は
、
今
後
〃
飲
酒
運
転
追
放

関
所
〃
を
国
道
三
二
七
号
線
の
東
郷
町

切
通
に
設
置
し
、
飲
酒
連
壁
の
取
り
締

ま
う
に
当
た
う
ま
す

　
日
向
署
管
内
て
は
、
二
月
中
、
展
開

き
れ
た
飲
酒
連
転
絶
滅
月
間
て
の
飲
酒

運
転
の
検
挙
者
か
昨
年
二
月
甲
の
検
挙

者
を
」
回
（
．
た
ほ
か
、
飲
酒
不
転
に
よ

利用再編配分面績田平

る
事
故
も
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら

〃
関
所
〃
を
設
ナ
て
の
取
り
締
ま
）
を

強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
て
す

　
取
う
締
ま
り
は
、
飲
酒
連
転
追
放
の

広
報
を
兼
ね
た
公
開
取
）
締
ま
り
て
、

切
通
し
に
は
関
所
の
固
定
式
の
大
型
石

板
も
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．
、

病
賃
協
だ
醇
鋤
鳥

宮
崎
県
青
年
団
協
議
会

三
十
年
史
購
入
の
お
礼

先
般
、
県
青
年
団
三
↑
年
の
歩
み
を

記
し
た
〃
宮
崎
県
青
年
団
協
議
会
ニ
セ

年
史
〃
の
販
売
を
行
な
一
．
た
と
こ
ろ
、

数
多
く
の
方
々
に
こ
臆
入
い
た
た
き
ま

し
た
　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す

町
青
協
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　
役
員
も
決
走
し
、
新
年
度
か
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
　
今
年
曉
も
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
の
地
区
訪
問
か
ら
二
二
か

始
ま
り
ま
す
．

　
今
ま
で
の
盾
動
の
反
省
と
経
験
を
十

分
に
生
か
し
、
す
ば
ら
し
い
青
年
団
に

し
ょ
う
と
思
っ
て
お
う
ま
す

　
　
　
　
　
東
郷
町
青
年
団
協
議
会

ら

昭和57年度（実績）
1・8年度（目標）

配分面樹達成率1配分面積　　　　　　　　　1

寺　迫
　　　aI　　　　　％l　　　　　　a1，127　　　　　100　2　　1　　　　　　　　　　　1，168　　　　　　　　　1

福　瀬
637h237

693

小野田
　　　1
Q82　　　106　4 281

鶴野内
　
　
4
9
1
」

！　79　5 380

迫野内1　851　　　1

92　2 　　851
P

八重原 223 67酬　　229

田　野
680 12141　673

羽　坂
586　1　　　1 　　　　1

V8　8　　　　　845

仲　深 1，034
10081LO921　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

坪　谷 1，285　1

@　　　「
106　3

1　1，226

越　表 474 v874
402　3　　1

下渡川1　　130　　202　2 　　l110　　1

（合計）18，070　11007　　　ド

7，950
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望9おお
し
ら
せ『冨

衛
生
だ
よ
り

　　　　一　　　”一　　8’”’’”響
’

　　　，’’”　　　置　　”一　’　ノ　’一一

◎
三
種
混
合
及
卵
、
）
二
種
混
含
予
防
接
種

・
三
混
対
象
者
昭
和
5
4
年
4
月
8
日
～

　
5
6
年
3
目
3
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者

∵
二
混
対
象
者
　
満
四
才
以
上
六
才
未

　
満
で
三
混
未
接
種
の
者
及
州
、
）
、
ニ
ォ

　
以
上
で
百
日
咳
に
か
か
一
．
た
者
，

∴
・
二
種
混
合
の
予
防
接
種
は
中
央
公
民

　
館
で
実
施
す
る
日
に
、
ま
と
め
て
行

　
い
ま
す
、
．
坪
谷
、
寺
迫
方
面
の
対
象

　
者
も
今
度
は
中
央
公
民
館
で
す
．
．

　
母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

該当区 第1回、受付時間場　所

寺　　迫 4月5日

14．00、　　1　　寺　迫・　　　　i

P…i公民館1

穿下・下渡川

@　　4月7日
ﾘ谷・越

13．40、

P4．00

坪　谷

@　！ﾛ育所i　　I

　　　［14．00～i中央
4月8日
　　　i　15，00i公民館

上記以外

の地区

◎
ツ
ベ
弘
ケ
．
リ
ン
・
B
C
G
接
種

▽
該
当
者
昭
和
5
4
年
4
目
π
日
～
5
8

　
年
1
月
1
日
生
．
．

　
「
．
卍
ツ
ベ
ル
ツ
ー
ー
ン
反
応
が
陰
性
の
者

　
の
み
に
B
C
G
接
種
す
る
、

∴
・
四
歳
ま
で
に
一
回
受
け
ま
す
が
、
す

　
で
に
終
一
．
て
い
る
者
は
摘
種
す
る
之

　
要
は
あ
り
．
ま
せ
ん
．
、

該　当　区　　期 日i時聞：場所旨

：鼻翼田…凋・・13・阿霞

1

2仲短表
^4月12・…13、・・1刷

坪谷・下渡川…BCGI・月14日14・1・儲所…

盤迫ノ内BCG…・月15日
、15，’

B。i。民館

疋　　迫

鵬・月19・…14…

：BCG：4月21日；

　　　寺迫；
　～
．14：3 癘ｯ蝕

土
地
売
買
す
る
前
に

ま
ず
届
出
を
／

　
十
．
地
は
限
り
あ
る
国
民
の
資
源
で
あ

り
ま
す
，
こ
の
国
土
の
乱
開
発
の
未
獄
…

防
止
、
地
価
の
安
定
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
1
、
、
国
土
利
用
法
が
昭
和

四
十
九
年
二
弓
か
ら
施
行
ふ
．
㌔
れ
、
一
定

限
度
以
上
の
土
地
を
売
買
す
る
と
き
は

県
知
事
あ
て
の
届
出
が
必
要
に
な
r
．
て

い
ま
す
の
で
後
記
に
留
意
の
ヒ
厳
守
し

ば
㌔
下
・
｝
、
・
い
．
．

　
　
　
　
記

一、

{
町
．
の
場
合
の
対
象
面
積
実
測
．
の

　
二
一
、
・
三
τ
平
方
米
以
上

二
、
売
買
契
約
は
、
必
ず
土
地
売
買
等

　
届
出
書
を
提
出
し
て
そ
れ
に
対
す
る

　
通
知
を
受
け
て
か
ら
締
結
す
る
こ
と

三
、
く
わ
し
い
二
と
は
役
場
企
画
財
政

　
課
に
お
尋
ね
く
ゼ
・
｝
こ
い
。

、
，
3
・
‘
φ
1
・
：
’
・
♂
・
．
。
・
馬
：
・
、
ζ
：
（
‘
！
「
’
・

国の進学ローン

　　の手続きはお早めに！

今春進学される方は4月までに手

続をすましてください。

手続きは簡単です。もよりの金融

機関にご相談ください。

　　　　　国民金融公庫

．
，
、
，
。
・
．
，
㌧
　
噛
、
．
「
9
　
彌
㌔
‘
．
・
．
で
、
’
ρ
，
。
匹
　
’
◎
．
　
・
。
腎
　
し
。
」

行
　
政
　
相
　
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
、
電
々

公
社
、
専
売
公
社
、
公
庫
公
団
、
事
業

団
な
ど
の
仕
事
、
県
・
町
な
ど
の
仕
事

に
対
す
る
苫
情
、
要
望
な
ど
と
り
あ
げ

て
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
．
次
の
定

例
相
談
日
は
左
記
の
と
お
り
と
な
r
．
て

い
ま
す
．
．
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付
け

て
い
ま
す
（
電
話
可
）

　
　
　
　
　
　
記

一、

厲
栫
@
4
月
1
9
日
9
時

　
　
　
　
～
4
5
時

二
、
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
山
口
俊
　
一

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
鶴
野
内
の
菊
池
英
男
さ
ん
か
ら

　
（
仙
蔵
き
ん
・
7
9
才
ご
死
去
）

▽
追
野
内
の
佐
藤
正
行
心
・
・
ん
か
ら

　
（
文
作
き
ん
。
刀
才
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
都
甲
今
朝
吉
き
ん
か
ら

　
（
シ
モ
き
ん
・
8
4
才
ご
死
≠
¢

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
相
談
を
、
左
記
日
程
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
き
い
。

　
開
設
日
　
4
月
1
9
日

　
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　
場
　
所
　
老
人
福
祉
館

、V」・・まちのうごき・～一一一

く　　　　　　　　　　～
1人・6，56・人・4・l

l　男　3，146人　（　0）｝

～　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

漁鴇飢1：i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

i18年1最糊餅

♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
覧一　　A・、’」■’iへ画、ρ」■’一へf、’一㌔「

淵同

齡
X
鎌
灘

　
　
1
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

．
赤
ち
ゃ
ん
の
名

黒佐剰橋美驕藤寺田赤井黒橋高外蓋黒麺峙舶松橋矢矩1幽

霊∵1∵∴黙副寺ll翼粥

ラ・刀・97砥一一一季治名艶遍照進
田迫鶴寺二丁　1坪百日坪寺寺坪追王寺小東小日住
野離迫深㌔…谷翻鎚迫谷翫誰憂空所

仲鶴三三小羽坪坪田鶴
　野　野野　　　　野
深．内一迫　内．胆一鞭一谷　石　野　困

父
の
名

　
進．
寿
光

正
史

昌
　
明

　
覚
哲
　
夫
…
昌
司

［
墨

差
男
．

一
建
　
男

住
所
．

鶴
野
内
一

田
野

坪
　
石

坪
　
谷

　
　
一
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